
















Ⅰ.はじめに

川崎病(急性熱性皮膚粘膜リンパ節症候群:MCLS)の臨床上,最も大切な問題は冠

状動脈瘤の血栓性閉塞による急性死の防止である。この急性死の頻度 2)は 1.7%

と高く,本症の治療を行う医師にとっても,また患児の両親にも大きな不安を与

えている。これまでに検討された内容では,冠状動脈造影を行ってみないと確

実に冠状動脈瘤の有無は分からなかった。だからといって本症患児の全てに冠

状動脈造影を行い,冠状動脈の異常の有無を確認することも出来ない。そこで,

どのような臨床経過や検査所見を認めた患児が冠状動脈の異常を残している可

能性があり,冠状動脈造影を行って確認する必要があるかということを決める

ことが重要な問題となった。


